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「
作
る
学
び
」
へ
の
挑
戦

西
会
津
町
教
育
委
員
会

教
育
長
　
高
　
田
　
和
　
豊

私
は
二
十
四
年
間
、
民
間
企
業
で
人

工
知
能
を
研
究
し
、
う
ち
三
年
間
は
米

国
Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
で
創
造
性
教

育
に
携
わ
り
ま
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
出

会
っ
た
シ
ー
モ
ア
・
パ
パ
ー
ト
の
構
築

主
義
は
、
自
分
の
興
味
を
軸
に
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
等
を
ツ
ー
ル
と
し
て
試
行

錯
誤
か
ら
知
識
を
得
る
学
び
で
す
。
例

え
ば
、
思
い
ど
お
り
の
色
を
出
そ
う
と

照
明
を
調
整
す
る
う
ち
に
光
の
三
原
色

が
身
に
付
く
な
ど
、
認
知
科
学
の
記
号

接
地
の
観
点
か
ら
も
理
に
か
な
う
教
育

法
で
す
。
以
来
、
軸
足
を
教
育
に
移
し
、

令
和
四
年
に
西
会
津
中
学
校
で
ＩｏＴ
照
明

の
探
究
授
業
を
行
っ
た
ご
縁
か
ら
、
こ

の
四
月
に
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

学
び
に
関
わ
る
脳
の
働
き
に
「
記

憶
」
と
「
思
考
」
が
あ
り
ま
す
。
一
人

一
台
の
端
末
が
行
き
渡
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
記
憶
を
、
AI
が
思
考
を
支
え

る
社
会
基
盤
と
な
っ
た
今
、
最
適
な
学

び
と
は
何
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
考

え
て
作
る
ま
で
伴
走
す
る
AI
の
出
現

は
、
西
会
津
町
で
は
「
作
る
学
び
」
の

好
機
と
見
て
い
ま
す
。

思
考
に
は
事
前
知
識
が
必
要
で
す
。

一
方
、
作
り
た
い
も
の
が
先
に
あ
る
学

び
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
往
復

で
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、
そ
れ
が

「
作
る
学
び
」
で
す
。
二
〇
三
〇
年
か

ら
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
は
、

情
報
や
探
究
学
習
を
巻
き
込
む
形
で
加

速
し
ま
す
。
自
分
の
好
き
を
探
究
す
る

構
築
主
義
は
、
教
科
教
育
と
探
究
的
な

学
び
を
つ
な
ぐ
、
今
に
適
し
た
学
び
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
ゴ
ー
ル
は
、
次
期

学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
「
自
立
し
た

学
習
者
」
で
す
。

先
日
の
教
員
研
修
で
は
、
AI
を
使
っ

た
カ
ラ
ー
照
明
の
活
用
授
業
を
考
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
語
の
「
や
ま
な

し
」
の
心
情
を
光
で
表
す
な
ど
、
想
像

を
超
え
る
案
が
次
々
と
出
て
大
変
驚
き

ま
し
た
。
労
働
時
間
、
不
登
校
、
教
員

不
足
な
ど
大
き
な
課
題
へ
の
対
応
が
優

先
さ
れ
ま
す
が
、
先
生
方
の
創
造
性
こ

そ
が
教
育
の
未
来
だ
と
信
じ
、
私
自
身

も
先
頭
に
立
っ
て
探
究
的
な
学
び
へ
の

シ
フ
ト
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
学
習
履
歴
が
AI
を
活
用
し
な

が
ら
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
個

別
最
適
な
学
び
は
深
ま
る
で
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
履
歴
を
残
せ
ば
学
び
が
豊

か
に
な
る
の
か
。
目
を
配
り
な
が
ら
、

「
作
る
学
び
」
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
八
年
度
前
半
を
振
り
返
っ
て

　

前
期
の
所
長
（
管
理
）
訪
問
で
は
、
五
十
九
校
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
後
期
は
二
十
四
校
を

予
定
）

　

授
業
参
観
で
は
、
子
ど
も
の
「
問
い
」
を
引
き
出
し
、

子
ど
も
同
士
の
学
び
合
い
を
意
識
し
な
が
ら
、
教
師
が

発
問
を
工
夫
し
、
授
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
姿
を

数
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
教
師
が
話
し
す
ぎ
る
授
業
が
、
ま
だ
ま
だ
散
見
さ

れ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

教
師
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
「
授
業
観
」
を
転
換

さ
せ
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
教
師
が
「
話
す
」
授
業
か
ら
、
教
師
が
「
み
る
」

「
き
く
」「
つ
な
ぐ
」
授
業
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
、

本
県
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
す
。
各
校
に
お
い
て
、

授
業
改
善
の
取
組
が
、
よ
り
一
層
活
性
化
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

管
理
面
で
は
、
管
理
重
点
項
目
で
あ
る
「
①
働
き
方

改
革
の
推
進
」「
②
学
校
全
体
の
教
育
力
向
上
」「
③
不

祥
事
の
根
絶
」
に
つ
い
て
、
各
校
の
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
取
組
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

不
祥
事
の
根
絶
に
向
け
た
所
長
と
教
職
員
と
の
対
話
か

ら
は
、
教
職
員
一
人
一
人
に
不
祥
事
根
絶
の
意
識
が
浸

透
し
、
職
員
室
に
お
け
る
風
通
し
の
よ
さ
や
職
場
に
お

け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
機
能
が
生
か
さ
れ
て
い
る

様
子
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
域
内
に
八
十
四
名
の
新
規
採
用
教
員
を

配
置
し
ま
し
た
。
校
務
分
掌
に
お
い
て
、
若
手
教
員
と

経
験
豊
富
な
教
員
を
意
図
的
に
組
ま
せ
る
な
ど
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
を
生
か
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組
む
学
校
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
学
校
の
組
織
力
を
生
か
し

た
取
組
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
津
教
育
事
務
所
で
は
、
域
内
の
課
題
解
決
の
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
参
考
と
な
る
情
報
の
提
供
や
研
修
会

の
充
実
な
ど
に
努
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
各
学
校
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和７年度　会津教育事務所　指導の重点【後期】令和７年度　会津教育事務所　指導の重点【後期】

１　「授業改善グランドデザイン」や「『学びの変革』授業デザイン」を活用しながら、主体的・対話的で深い学びの視点に基づいて、
教職員が一丸となって授業改善に取り組んでいる学校が増えている。また、単元づくりを基盤とした授業実践により、資質・能
力を身に付けた児童生徒の姿を教師が明確にもつことができるようになりつつある。

２　生徒指導の機能やユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくりにより、すべての児童生徒の心理的安全性を高める授業
や「分かる・できる」授業を目指した取組が増えている。

３　各中学校区内における学校間の連携体制・協力体制が確立しており、学力向上対策や生徒指導対策について、継続的な指導・
支援の推進が図られている。また、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）等を中心に、地域との連携推進が図られている。

会津の強み【令和８年度の学校訪問や各校の学力向上の取組、各種研修会協議から】

１　全国学力・学習状況調査において全国平均正答率と比較すると、小・中学校ともに各教科において平均正答率が下回っている
状況にある。各校における結果分析と手立ての検討が大切である。

２　「深い学び」の充実に向けた授業改善が必要である。教師が「話す」授業から「みる」「きく」「つなぐ」授業へと授業観を
転換し、「個別最適化された学び」「協働的な学び」「探究的な学び」により、資質・能力を確実に育成していくことが求めら
れる。

３　不登校児童生徒が年々増加傾向にあり、1,000人あたりの出現率が全国平均や県平均を上回る状況が見られる。授業をはじめと
する学校教育全体の魅力化や、一人一人の児童生徒への寄り添い、関係機関との連携などのさらなる促進が求められる。

１　主体的・対話的で深い学びの実現
○　 「学びの変革」授業デザインに基づく授業づくり
①　「観」をとらえ直す
②　創意工夫のある単元「題材」づくり
③　授業段階の重点「学び出す」、「学び合う」、
　「学びとる」
④　「学び続ける」ための視点、自己マネジメント力の育成

○　「指導の重点（小・中学校教育版）」の活用
　・各教科等の授業の設計・実施・評価の工夫
２　学習の連続性をもたせる基盤づくり
○　「家庭学習スタンダード」に基づく
　自己マネジメント力の育成
①　授業の学習内容の定着を図る家庭学習
②　家庭学習（復習、予習）を効果的に活用した授業の実施

３　学力向上対策の組織的な推進による授業改善
○　全国学力・学習状況調査、ふくしま学力調査の
　結果分析と活用（授業改善グランドデザイン参照）
　・客観的データに基づく実効性ある改善策の実施
○　教師が「話す」授業から、教師が「みる」「きく」「つなぐ」
授業への転換（授業改善グランドデザイン参照）
○　「ふくしま活用力育成シート」、「キビタンシート」の活用
○　ＩＣＴ機器等を効果的に活用した学びの充実
４　カリキュラム・マネジメントの充実
○　育成を目指す資質・能力の明確化と教育課程の意義の共有
　・教科等横断的な視点による教育計画の作成と実施
５　教科の指導と生徒指導の一体化
①自己存在感の感受　②共感的な人間関係の育成 
③自己決定の場　④安全・安心な「居場所づくり」

会津の課題【令和８年度全国学力・学習状況調査結果、学校訪問等から】

学びをつなぐ・育ちをつなぐ会津の教育
確かな学力

１　不登校の未然防止・早期発見・早期対応
○　「ふくしまサポートガイド」の活用
①　組織による「居場所づくり」と児童生徒による
　「絆づくり」を中心とした心理的安全性の確保
②　ＰＤＣＡサイクルによる援助
　　※アセスメントシート（個別援助計画）の活用
③　より機能的な関係機関との連携及び校種間連携
　　※「子どものSOSをより早く気づくために」
　　　  　　　（会津教育事務所作成）の活用
④　「特別な教室」設置やＩＣＴ活用による学習機会の確保
⑤　誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（Ｃ
ＯＣＯＬＯプラン）に基づいた「チーム学校」による支援

２　いじめ見逃しゼロ
①　組織による積極的な認知と早期対応・解決
②　アンケート調査や面談等による状況把握とチーム学校に
よる具体的対応

３　情報モラル教育の充実
○　「ふくしま情報モラル診断」を活用したＳＮＳ利活用の適正
な考え方と態度の育成
①　アンケートによる児童生徒の実態把握
②　回答の分析による問題行動や課題の発見

４　心に響く道徳教育
①　学校、家庭、地域が一体となった道徳教育の推進
②　児童生徒が自己を見つめ考えを深める授業づくり

居場所づくりと絆づくり
１　校内支援体制の充実
○　コーディネートハンドブック【2025年版】の活用
①　特別支援教育コーディネーターを核とした
　ケース会議や校内研修の充実
②　児童生徒、保護者との合意形成に基づく「個別の教育
支援計画」や「個別の指導計画」の作成と活用、引継ぎ
③　上記計画を活用した交流及び共同学習の充実
④　教育的ニーズの整理の仕方
○研修パッケージの活用（県特別支援教育センター）
２　ユニバーサルデザインの視点による授業づくり
・教室の環境整備やつまずきを想定した手立ての工夫
・認め合い、助け合い、高め合う学級の支持的風土づくり

共に学び、共に生きる教育

１　体力向上と健康推進
○　オンライン版「自分手帳」の活用による健康マネジメント
　能力の育成
①　体力向上推進計画の見直しと評価・改善
②　適切な運動量が確保された息も心も弾む授業の工夫

２　教育活動全体による食育の推進
①　肥満防止などの望ましい食習慣の育成
②　栄養教諭等の専門家派遣事業の活用

健やかな体

１　キャリア教育の推進
○　「キャリア・パスポート」の活用
①　成長の振り返りや将来の生き方を考える学びの充実
②　学年・校種間・高等学校への引継ぎと実践的な活用

２　幼保小連携の推進
①　「福島県幼児教育振興指針」に基づく、小中学校につながる豊
かな遊びを通した学びの充実、非認知能力の育成
②　幼小の架け橋期に係るカリキュラム作成
③　家庭、地域、関係機関との連携の充実

育ちをつなぐ学び

第
７
次
福
島
県
総
合
教
育
計
画

令
和
８
年
度
学
び
の
変
革
推
進
プ
ラ
ン

令和８年度　会津教育事務所　指導の重点【後期】令和８年度　会津教育事務所　指導の重点【後期】
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１　読書活動支援者育成事業会津地区研修会
７月３１日（金）に福島県ハイテクプラザ会津若松技術
支援センターにおいて、読書ボランティアや図書館支援
員、教員等、計57名の皆様に参加いただきました。
研修会では、大熊町立学び舎ゆめの森校長の志賀仁氏に
よる講話「学校図書館の新たなかたち」と、「心に虹のお
はなし会」代表の佐藤敏子氏はじめ会員による読み聞かせ
の実演が行われました。参加された皆様からは、「学校の
先生方、司書の方、地域の方々みんなで子どもたちを育て
ていることが伝わりました。」「大人でも楽しめるプログラ
ム（読み聞かせ）は、いろいろ参考にさせていただく点が
ありよかったです。」などの声をいただきました。本研修
を通して、子どもたちへの読書推進活動がさらに活性化す
ることを期待しています。

２　地域連携担当教職員等研修会（会津地区）
　８月１７日（月）に会津若松市北会津支所ピカリンホール
において会津域内の教職員や教育委員会関係者、計44名の
皆様に参加いただきました。
研修会では、一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表理

事の廣瀬隆人氏による講義・演習「学校を核とした地域づく
り・地域とともにある学校」が行われました。参加された皆
様からは、「廣瀬氏のこれまでの経験や全国の具体的な事例
を紹介していただく中で、自分の学校、地域でどのような活
動をすることができるか、イメージ
を膨らませることができました。」
などの声をいただきました。本研
修会を通じて、地域と学校が連携
し、学校を核とした地域づくりが
さらに推進されればと考えます。

３　ビブリオバトル福島県大会会津地区予選会
８月２９日（土）に会津若松市文化セン
ターで行われました。予選会では、中学生
８名、高校生４名のバトラーが、おすすめ
の本を５分の持ち時間で紹介しました。紹
介本や結果等については、ぜひ会津教育事
務所HP「読書活動」をご覧ください。

「地域をつなぐ、きっかけづくりの場へ」
～ふらっと、きてみっせ～

北塩原村教育委員会

北塩原村公民館では、人口減少や少子高齢化が進む中
で、公民館が単に講座を開催する場にとどまらず、地域の
人と人、人と学びをつなぐ拠点となることを目指し、今年
度から「ふらっと事業」に取り組んでいます。
当村では、地域活動の担い手不足や講師、協力者となる
人材の掘り起こし、世代を超えた交流機会の減少などが課
題となっています。一方で、村内には、ものづくり、自然
体験、農業、芸能など、様々な得意分野や経験を持つ方々
がいます。そこで、まずは住民が気軽にふらっと公民館へ
足を運び、「来てみる」「話してみる」「少し関わってみる」
をコンセプトとし、ふらっと来て参加できる事業として始
めました。
これまで、あおぞら図書室やミニキャンプ体験、昭和レ
コードを楽しむ交流会、水鉄砲大会、科学体験、夏休みの
宿題スペースなどを実施し、子どもから高齢者まで多様な
世代が参加してくれました。裏磐梯から新潟に帰るバイカー
２０数人がふらっと立ち寄ったこともありました。
ふらっと事業では、参加者として楽しむだけでなく、受
付や見守り、写真記録、飲み物の提供、体験活動の補助な
ど、住民が無理のない範囲で関われる小さな役割を大切に
しています。こうした関わりを通して、公民館が地域人材
を把握し、次の学びや活動につなげる仕組みづくりを進め

ています。
ふらっと事業は、完成された講座を提供するのではな
く、住民の声や得意なことをもとに、みんなで育てていく
事業です。今後は、ふらっとサポーターの仕組みづくりや
子育て、防災、健康、スポーツ、文化活動などとの連携を
進め、日常の交流が地域の支え合いにつながる公民館活動
を展開していきます。小さな「ふらっと」からスタートし、
北塩原村らしい学びと地域づくりの輪を広げ、住民それぞ
れの想いをつなげていきたいと考えています。

「ミニキャンプ体験」

～社会教育関係事業の紹介～
令和８年度前期に会津教育事務所で行った社会教育関係事業の取組を紹介します。

我がまちからの情報発信我がまちからの情報発信

総務社会教育課総務社会教育課

「『心に虹のおはなし会』による読み聞かせの実演」

「地域連携教職員等研修会 
協議の様子」

「会津教育事務所
HP」
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各学校の特色ある取組紹介

「ドリーム＆チャレンジ！」を合言葉に「学校（学ぶ）」「楽
校（楽しむ）」「合校（認め合い、支え合う）」三つの学校づ
くりに取り組んでいます。その一端を紹介します。
〈校長室暗唱チャレンジ〉
校長が課題を出し、子どもたちが家庭などで練習し、校長
室で暗唱にチャレンジします。合格証を手にした子どもの表
情は晴れやかで達成感に満ちています。小さな成功体験を重
ねる度に、次の課題にチャレンジしようとする意欲が高まっ
ています。
〈仲間と自分アピール発表会〉
一人またはペア、グループで音楽や運動、ダンス、手品、
お笑いなど、自分の好きなことや得意なことを思い思いにス
テージで発表します。発表した子どもたちは、仲間や先生方

から温かい拍手や声
援を受け、充実感を
味わっています。
〈チャレンジ１００！〉
「本を１００冊読
む」「自主学習を
１００ページやる」
「校庭を１００周走
る」など、全校生が
１００を意識してチ
ャレンジする取組で
す。「１００」をやり切った達成感は格別です。

チャレンジいっぱいの学校・楽校・合校づくりチャレンジいっぱいの学校・楽校・合校づくり 柳津町立柳津小学校

本校は、永井野小・尾岐小・旭小・藤川小の４校が統合し、
19年目を迎えた学校です。会津美里町では、令和６年度から
小中一貫教育を推進しており、「高田学園」として、子ども
園や中学校とのつながり、地域とのつながり、子どもの学び
のつながりを大切にしながら、生活科・総合的な学習の時間
を核とした実践研究に取り組んでいます。
１　震災学習から郷土愛へ（第５学年）
５年生は、いわき市での震災関連施設や被災地の見学、語
り部の講話等を通して、被災した人々の努力と力強さを感じ
ることができました。この学習から、自分たちの地域に目を
向け、伝統行事の保存・
継承に取り組んでいる方
の講話を聞いたり、行事
に参加したりすることを
通して、地域への思いを
膨らませ、自分たちもで
きることを見いだそうと
しています。

２　未来のまちづくりを考える（第６学年）
修学旅行で訪れた仙台市との違いから、「将来の会津美里

町はどうなるのか」という思いを膨らませた６年生。役場の
まちづくり政策課の方々との座談会を行い、互いの考えを伝
え合いました。今後は、子ども支局員として、まちのよさを
広めるためのPR活動等に取り組んでいきます。
このように、各学年とも地域から学ぶ学習を積極的に行っ

ています。この学びの根底にあるのが、日常的な地域とのつ
ながりです。「宮川チームズ」という地域の方々による応援
団があり、全校給食の配膳や畑の世話などのために、毎日来
ていただいています。こ
うしたつながりを大切に
しながら、その中で子ど
もたちが成長し、地域へ
の思いを膨らませる学習
を、これからも展開して
まいります。

「つながり」を大切にした学校づくりを目指して「つながり」を大切にした学校づくりを目指して 会津美里町立宮川小学校

「大成」とは、本校の校是です。意味としては、「知識や理論
ばかりの人になることなく、それを実践できる人間形成が大切」
ということであり、本校ならではの精神です。
この大成の精神を大切に、本校では以下の取組を行っています。
１　校内での教職員研修
学びを支える集団作りに着目し、毎年、１学期が始まる前に、
教職員の研修として、グループエンカウンターの研修を教職員
全員で行っています。研修で学んだことを基に、学期のはじめ
に各学級で集団作りを行うなど、授業中にお互いの意見や考え
を言い合える環境を整えるよう取り組んでいます。
２　スペシャルサポートルーム（SSR）の活用
教室に入ることが困難な生徒が、校内で学習できるよう、
SSRを設置しています。SSRを利用する生徒にとっては、通常の
教室よりも安心して学べる環境になっています。
３　チーム担任制の試み
今年度から、１・２学年において、チーム担任制を導入して
います。導入した学年には、担任のカラーに染まる学級ではな 「教職員研修の様子（グループエンカウンター）」

く、生徒自らが、学級を作り出すということを意識させています。
この新たな取組によって、これまで以上に生徒たちがこの学校
で学びたいと思える学校にしたいと考えています。
これらの取組を通して、生徒の自己肯定感を高めつつ、集団

での学びを大切にし、生徒一人一人の成長を支援していきたい
と思います。

「仲間と自分アピール発表会」

「５年 稲の虫送りに参加」 「６年 町職員との座談会」

「大成」の精神「大成」の精神 会津若松市立第三中学校


